
ど
う
す
る
？

市
内
の
交
通
渋
滞
！

市
民
の
皆
さ
ん
は
市
民
満

足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
生
活
基

盤
と
な
る
道
路
網
の
整
備
を
最

重
要
課
題
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

現
実
は
ど
う
か
と
い
う
と
、

市
内
の
国
道･

県
道･

市
道
の
整

備
は
遅
れ
て
お
り
、
結
果
、
交

通
渋
滞
を
招
い
て
い
ま
す
。

群
馬
県
警
に
よ
れ
ば
、
太
田

市
内
に
は
主
要
交
通
渋
滞
路
線

が
七
路
線
も
あ
る
そ
う
で
す
。

特
に
国
道
４
０
７
号
線
や
前
橋

館
林
線
（
通
称
本
町
通
り
）
の

渋
滞
が
ひ
ど
く
、
渋
滞
を
避
け
て
狭
い
生
活
道
路
に
入

っ
て
く
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
く
、
二
次
的
な
渋
滞
や
交

通
事
故
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

渋
滞
原
因
の
一
つ
に
市
内
中
心
部
の
南
北
道
路
の
少

な
さ
や
市
内
中
心
部
に
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
本
工
場
の
あ
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

太
田
市
は
工
業
製
造
品
出
荷
額
も
全
国
十
三
位
と
高

く
、
物
流
量
も
増
加
し
、
国
税
や
県
税
の
納
税
額
も
高

い
は
ず
で
す
。

行
政
は
市
内
の
交
通
渋

滞
解
消
に
向
け
て
国
や
県

に
更
な
る
働
き
か
け
や
努

力
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
９

月
議
会
で
質
問
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
市
当
局
は

重
要
性
を
認
め
な
が
ら
も

従

来

通

り

の

答

弁

で

し

た
。ま

た
、
道
路
整
備
予
算

も
十
分
と
は
言
え
ず
、
区

画
整
理
事
業
と
絡
め
て
迅
速
な
対
応
を
要
求
し
ま
し
た
。

ま
た
、
太
田
市
は
、SU

B
A
R
U

さ
ん
に
、
社

員
の
皆
さ
ん
の
安
全
と
円
滑
な
輸
送
の
た
め
に

も
協
力
を
お
願
い
す
べ
き
で
す
。

そ
れ
が
市
民
の
要
望
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

太
田
市
が
保
有
・
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
は
、
全
体

で
五
二
四
施
設
、
一
五
〇
九

棟
、
八
五
九
，
二
〇
八
㎡
（
平

成
二
六
年
度
末
現
在
）
と
い

う
数
字
に
な
り
ま
す
。

主
な
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
（
光
熱
、
修
繕
費
の

み
）
を
合
計
す
る
と
年
間
一
億
七
千
数
百

万
円
以
上
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
建

設
中
の
市
民
会
館
と
北
口
駅
前
美
術
館･

図

書
館
が
出
来
上
が
る
と
更
に
二
億
円
程
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
人
件
費
は
含
ま
ず
）

施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
い
う
の

は
維
持
管
理
が
必
要
な
の
で
下
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊

市
民
に
必
要
な
施
設
設
備
が
殆
ど
で
す

が
、
利
用
頻
度
が
低
い
施
設
や
用
途
が
重

複
し
て
い
る
よ
う
な
施
設
は
統
廃
合
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
数
字
は
控
え
め
で
す

が
、
税
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
も
の
で
す
の

で
、
私
た
ち
市
民
も
行
政
も
コ
ス
ト
意
識

を
持
っ
て
臨
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
不
可
避
な
ら
ば
尚
更
の
こ
と
で

す
。
若
い
世
代
の
負
担
を
増
や
す
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
是
非
お
考
え
く
だ
さ

い
。
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危
険
な
道
路
の
整
備
を

本
町
通
り
は
１
８
ｍ
幅
で
す
が
、
本
町
通
り
１
丁
目
か
ら

栄
町
・
新
島
町
ま
で（S

U
B
A
R
U

正
門
か
ら
南
門
周
辺
）

は
９
ｍ
と
道
路
幅
が
狭
く
、
歩
道
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
退

社
時
に
は
交
通
渋
滞
と
駐
車
場
に
向
か
う
社
員
の
皆
さ
ん

で
大
変
危
険
な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

実
際
に
現
場
を
見
て
頂
け
れ
ば
分
か
る
の
で
す
が
、
歩
道

な
し
の
２
車
線
道
路
に
道
路
の
両
側
に
歩
行
者
と
い
う
状

態
で
す
。
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
で
も
来
れ
ば
最
悪
な
状
態
で
す
。

重
大
事
故
が
起
こ
ら
な
い
方
が
不
思
議
な
の
で
す
。

市
民
の
要
望
や
交
通
安
全
上
の
要
望
は
こ
う
い
っ
た
実

態
か
ら
来
て
い
る
の
で
す

こ
こ
は
区
画
整
理
区
内
で
あ
り
ま
す
が
、
当
初
予
定
の
１

８
ｍ
道
路
に
拡
幅
す
べ
き
で
す
。

＊

太
田
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
と
こ
の
危
険
な
道

路
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
な
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
八
～
三
三
年
の
二
五
年
間
で
完
成

さ
せ
る
予
定
で
し
た
が､

二
〇
年
経
過
し
た
今
年
ま
で
の
進

捗
状
況
は
何
と
二
〇
％
で
、こ
の
ま
ま
行
け
ば
あ
と
八
〇
年

も
か
か
る
計
算
で
す
。

こ
の
事
業
は
太
田
市
の
施
策
で
す
か
ら
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
進
め
、
現
場
に
出
か
け
て
努
力
を
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。



最
近
、
奨
学
金
制
度
に
つ
い

て
様
々
な
報
道
が
さ
れ
て
い
ま

す
。返

済
型
の
制
度
を
利
用
し
、

借
入
金
総
額
五
〇
〇
万
円
で､

卒
業
後

の
返
済
は
月
々
三
万
円
で
三
〇
年
後

完
済
予
定
、
と
い
う
あ
る
方
は
「
学

生
時
代
の
ツ
ケ
を
返
す
た
め
に
働
い

て
い
る
感
じ
」
だ
と
い
う
。

返
済
が
滞
っ
て
い
る
延
滞
者
は
、

二
〇
一
四
年
度
末
で
三
二
万
八
〇
〇

〇
人
で
、
背
景
に
は
賃
金
の
伸
び
の

鈍
化
や
非
正
規
雇
用
の
拡
大
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
結
婚
や
人
生
設
計
に

狂
い
が
生
じ
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

こ
こ
ま
で
来
る
と
も
う
社
会
問
題

で
す
ね
。
借
り
た
も
の
は
返
す
と
い

う
常
識
が
あ
る
の
で
声
も
あ
げ
づ
ら

い
の
が
実
情
で
す
。

交
付
型
奨
学
金
制
度
が
普
及
し
な

い
と
解
決
し
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

生
意
気
な
よ
う
で
す
が
、
未
来
、

つ
ま
り
教
育
に

投
資
で

き
な

い

国
は

や
が

て
世

界

の
表
舞

台
か

ら

消
え

て
い
く

よ

う
な

気
が
し

ま
す
。

如
何

で
し

ょ
う

か
？

奨
学
金
制
度

の
あ
れ
こ
れ

太
田
市
水
道
局
→
「
群
馬
県
東
部
水
道
企
業
団
」

な
ぜ
三
市
五
町
の
広
域
化
を
図
る
か
と
い
う
と
、
人
口
減
少
や
少
子

化
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
、
施
設
設
備
の
老
朽
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
業
務
の
効
率
的
な
運
営
や
無
駄
な
投
資
の
抑
制
、
国
の

補
助
制
度
の
活
用
が
で
き
ま
す
。

水
道
水
の
質
や
水
道
料
金
の
支
払
い
方
法
な
ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

今
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

※
三
市
五
町
→
太
田
市
、
館
林
市
、
み
ど
り
市
、
大
泉
町
、

千
代
田
町
、
邑
楽
町
、
明
和
町
、
板
倉
町

「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」
が
平
成
二
七
年
五
月

に
成
立
し
ま
し
た
。

解
体
勧
告
や
行
政
代
執
行
の
対
象
と
な
る
「
特
定
空

き
家
」
が
、
太
田
市
で
は
八
月
十
日
現
在
十
八
件
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
特
定
空
き
家
」
は
今
後
増
え
る
こ
と
が
確
実

だ
そ
う
で
す
。

「
特
定
空
き
家
」
に
指
定
さ
れ
る
と
、
住
宅
用
地
特

例
か
ら
除
外
さ
れ､

勧
告
を
受
け
る
と
固
定
資
産
税
は
六

倍
、
都
市
計
画
税
は
三
倍
と
な
り
、
税
金
は
一
気
に
五

倍
強
に
跳
ね
上
が
り
ま
す
。

や
っ
と
行
政
が
対
策
に
本
腰
を
入
れ
始
め
ま
し
た
。

〈
空
き
家
Ｑ
＆
Ａ
〉

Ｑ

空
き
家
っ
て
ど
ん
な
状
態
の
住
宅
？

Ａ

以
前
は
人
が
住
ん
で
い
た
の
に
何
ら
か
の
理
由
で
住

ま
な
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
で
、

全
国
に
約
８
２
０
万
戸
あ
る
。

Ｑ

ど
う
し
て
み
ん
な
放
置
し
て
い
る
の
？

Ａ

所
有
者
が
そ
も
そ
も
空
き
家
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
例
が
多
い
。

Ｑ

「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」

の
特
定
空
き
家
と
は
？

Ａ

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
す
る
な

ど
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
。
景
観
を
損
な
っ
て

い
る
状
態
。
放
置
し
て
い
る
状
態
が

不
適
切
な
状
態
。

放置できない、「空き家時代」の到来!?

高
齢
者
の
交
通
事
故
に
ご
用
心
！

高
齢
者
の
交
通
事
故
原
因
の
三
割
超
が「
安
全
不
確
認
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
大

の
理
由
は
老
化
で
す
が
、
視
力
の
衰
え
（
老
眼
、
夜
間
視
力
、
視
野
狭
窄
な
ど
）に
よ
り
、

左
右
確
認
が
し
ず
ら
く
な
る
た
め
真
横
か
ら
来
る
歩
行
者
を
巻
き
込
ん
だ
り

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
高
齢
者
は
自
身
の
運
転
技

術
を
過
信
し
て
い
る
場
合
も
多
く
、
一
時
停
止
を
し
な
く
て
も
徐
行
で
大
丈

夫
と
い
う
見
込
み
運
転
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

「
安
全
確
認
」
は
安
全
運
転
の
第
一
歩
で
す
！

大川よういち・活動のご報告
ご存じのように平成27年度は、太田市議会議長を拝命

し、同時に群馬県市議会議長会々長と関東市議会議長会副
会長としての活動も経験させて頂きました。
＜県市議会議長会の活動＞

①豪雨発生時の石田川堤防の危険性から、堤防のかさ上げをするよう要望書
を県知事に提出しました。

②太田市外三町広域清掃組合定例会により、ゴミ焼却炉の新炉建設スケジュ
ールが決定しました。
●入札受付 平成２８年９月 ●施工者決定 平成２９年３月
●設計･建設 平成２９年６月～平成３３年３月
●完成･稼働 平成３３年４月

＜関東市議会議長会の活動＞
在任中、県内だけでなく関東各市に出張することも多く、他の自治体を訪
れましたが、情報交換に留まらず、外から太田市を見たり考える機会に恵
まれました。
●ひとつの市が複数の選挙区を有することをできるだけ少なくすること
を都県議案として関東市議会議長会に提出しました。

（薮塚地区が群馬二区）


